
支部例会報告

名古屋支部

2007年9月8日　（土）　14：00～16：30

会場：　名古屋市　中生涯学習センター　2階　第2集会室

参加者：　吉田孝次、池村俊彦、小島信久、平沢康男、岡本貞夫、滝　敏美、後藤俊樹、木村達也の8名　

　主な話題：

1. 38ｃｍ鏡による火星　（池村）

38ｃｍ鏡によるファーストライト。　鏡面圧迫への工夫・対策についての話がありました。

2． トリニタ・ディ・モンティ教会の日時計　（滝）

8月下旬のローマ旅行で偶然見つけた日時計の調査。　日時計が真南から75度も傾いている珍しいものです。

3． 超新星捜索　（小島）

超新星捜索のためＮＧＣ天体を撮像しています。　ＮＧＣ5630を撮ったとき偶然写った直線状のものの話題。

4． 海図の解説　（平沢）

名古屋港開港100周年にあたり、海図の紹介パンフレットを入手しましたので、その紹介と解説。

5． テクタイトと隕石　（平沢）

テクタイトと隕石で珍しいものを持参しての紹介。

6. スプートニクから50年です　（吉田）

「宇宙開発の50年」という本の紹介

7. 宇宙花火　（吉田）

9月2日の宇宙花火実験の報道など。　

8. ぎょしゃ群のパースト　（岡本）

岡本氏の電波観測でも捉えられなかったようです。

9. 天界8月号の記事について　（平沢）

「編集後記」に肉眼彗星のことが載っています。

詳しくはＯＡＡのＨＰの「名古屋支部」でご覧になれます

（報告者　木村達也）
